
　施工は、（一社）日本建築あと施工アンカー協会の資格を有するもの、又は

　金属拡張系アンカーの場合は、所定の穿孔深さ、拡張の完了がわかる記録を

十分な技能及び経験を有した者が行うこと。

　接着系アンカーの場合は、所定の穿孔深さ、清掃状況、マーキング、カプセル

添付すること。

こと。

　（原則として、接着系アンカーは吊り支持に使用しないものとする。）

挿入、埋込みの完了が分かる記録を添付すること。

アンカーボルトを選定すること。

施設管理者 ：

ｺﾝｾﾝﾄ、電話用ｱｳﾄﾚｯﾄ、直列ﾕﾆｯﾄ
２,０００

１,８００

〃

　　　　　取付高さ（ｍｍ）

・　自動閉鎖設備

〃

・　自動火災報知設備

・　発電設備

・　防犯、入退室管理設備

・　構内情報通信網設備

・　駐車場管制設備

１,０００

・　構内交換設備

一　　般

１,２００

・　監視カメラ設備

・　テレビ共同受信設備

・　テレビ電波障害防除設備

２,０００

台上～中心

　壁付、壁掛型の機器等の取付高さは、図面に記載のない場合は原則として次のとおりとする。

２.４　取付高さ

分電盤、制御盤、開閉器箱

防水型コンセント

復帰ボタン（　　〃　　　）

呼出ボタン（身体障害者用）

電気設備工事特記仕様書

〃

〃

舗装版切断時に発生する濁水の処理に係る特記仕様書

（一般）

２,０００

　〃　　（身体障害者用）

スイッチ（一般）

２,０００

・　ガス漏れ火災警報設備

   １５０

   ２００（和室）
   ３００

   １５０

〃 (上端1,900以下)1,500

　　

１,１００

・　電話配管設備

・　中央監視制御設備

１,３００

〃

・　昇降機設備

床上～中心

   ５００床上～中心

   ４００

廊下表示灯（　　〃　　　）

　　　　　　　　　〃　　　　　　　

   ９００

(上端1,900以下)1,500

２,０００

１,８００

〃

   ５００

・　静止型電源設備

・　受変電設備

・　雷保護設備

・　電熱設備

・　動力設備

・　電灯コンセント設備
〃

測　　点

・　情報表示設備

・　映像、音響設備

名　　　　　　　　称

   ５００

・　拡声設備（非常放送設備）

   ９００

打ち合わせ担当者

・　誘導支援、呼出し設備

官公庁等打ち合わせ相手

１.３　工　　期　
県営住宅

〃

１.１　工 事 名

１.２　工事場所

昇降機：

電力会社 ：

電話会社 ：

ケーブルテレビ会社 ：

建築：

１.６　主任技術者又は監理技術者の専任期間（建設業法により必要になった場合）

　　　１　専任期間の始期

　　　　　請負契約締結の日から、(・現場施工に着手するまで（現場事務所の設置、資機材の搬入

　　　　　又は仮設工事等が開始されるまで）の期間　・平成　　年　　月　　日までの期間）については、

　　　　　主任技術者又は監理技術者の専任を要しないものとする。

　　　２　専任期間の終期

　　　　　工事完成後、検査が終了し（発注者の都合により検査が遅延した場合は除く。）、事務手続き、

　　　　　後片付けのみが残っている場合は、主任技術者又は監理技術者の専任を要しないものとする。

　　　３　専任期間の中断

　　　　　自然災害の発生又は埋蔵文化財調査等により発注者からの通知により、

　　　　　工事を全面的に一時中止にしている場合は、主任技術者又は監理技術者の専任を要しないものとする。

２.１　共通仕様

（１）この工事は特記仕様書、図面によるほか、埼玉県電気設備工事特別共通仕様書（以下「特別共通仕様書」

　　という。）、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）、

　　公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）、公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）

　　（以下「標準仕様書等」という。）及び監督員の指示に従い施工する。

項　　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

　本工事に使用する機材等は、設計図書に規定するもの又はこれと同等のもの

とする。なお、資材名、製造所名および発注先を記載した報告書を監督員に提

出し承諾を受けるものとする。

機材等は使用しないこと。

　使用機材等については、アスベスト含有の有無を確認し、アスベストを含む

　「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」に基づく特定調達品

目に該当する機材を使用する場合は、原則として、その判断の基準、配慮事項

を満たすこと。

３　工事用仮設物 　すべて受注者の負担とし、構内につくることができる。

４　足場・さんばし類

７　再使用機材 　取外し再使用機材は、清掃及び絶縁抵抗測定等を行い、機能が良好なことを

確認した上で取付る。なお、その測定結果表を監督員に提出する。

８　建設リサイクル

　　法の適用

９　完成図書の

　　電子納品

　完成図書の電子納品ガイドライン　　※　適用する　　・適用しない

　完成図の表紙及び背表紙には、工事名、受・発注者名、完成年月を記載する

こと。また、完成図の中に主要機器一覧表（名称、製造者名、形式、容量又は

　※別契約の関連工事の受注者が定着したものは無償で使用できる。

　・本工事とする。

　建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律の適用について

　※　適用する（契約金額による）　・　適用しない

出力、数量等）を記載すること。

※処理に先立ち計画書を提出し、処理後は調書を提出すること。

（４）特別管理産業廃棄物　（　　　　　　　　　　　　）

　蛍光管等は再資源化施設等に搬入し、全てリサイクルするものとする。

（１）引渡しを要するもの　（　　　　　　　　　　　　）

（構外搬出処理費は、※本工事　・別途）

　引渡を要するもの以外は構外に搬出し、適切に処理する。

（３）再生資源化を図るもの（蛍光管　　　　　　　　　）

（２）買取処分をするもの　（銅屑・鉄屑　　　　　　　）

１０　発生材処理

１１　金属電線管の

　　　塗装

また、屋外で溶融亜鉛メッキ電線管を使用する場合は、塗装を行わない。

１２　鍵 　盤等の鍵は、既存盤及び別途工事の鍵との整合を極力図るものとする。

１３　地中電線路

　　 敷き均し土　　 　　 　　　管　　種　　別　　　　　　

（１）管路等の敷設に伴う敷き均し土は、標準仕様書のほか下記及び図面特記

　露出配管は原則として塗装を行う。ただし、機械室、倉庫等の露出配管は塗

装を行わない。

１４　回路の種別

　　　行先の表示 ーブルには、回路の種別、行先の表示を行う。

　ハンドホール、プルボックス及び主要なアウトレットボックス内の電線・ケ

　湿気の多い場所、水を使用する場所及び屋外は、圧着接続し自己融着テープ

　上記以外の場所においては、屋内配線用電線コネクタによる接続をしてもよ

い。ただし、接続はボックス内とする。

したねじなし工法としてもよい。

　屋外におけるケーブルの保護管に用いる厚鋼電線管の接続は、防水処置を施

　埋戻し後の建設残土は、監督員が指示する構内の場所に敷き均しとする。

　再生砂使用に先立ち、１購入あたり１検体の六価クロム溶出試験を行い土壌

の汚染に係る環境基準に適合することを確認すること。

　請負代金が５００万円以上のときは、本工事受注時、変更時及び完成時に

報告する。

工事実績情報として「工事カルテ」を作成し、監督員に承諾を受けた後、

（一財）日本建設情報総合センターに登録するとともに、登録結果を監督員に

　設備機器の固定は、「建築設備耐震設計・施工指針　2014年版」（独立行政

法人建築研究所監修）による。

　なお、施工に際し、耐震強度計算書を監督員に提出し、承諾を受けるものと

する。

（１）設計用水平地震力

　機器の重量［kgf］に、設計用水平震度を乗じたものとする。

【備　考】（※１）：水槽類には、オイルタンク等を含む。

　なお、特記なき場合、設計用水平震度は、次による。

１５　電線の接続

１６　電線管の接続

１７　残土処分

１８　再生砂・再生

　　　アスコン

１９　工事カルテ

　　　作成・登録

２０　耐震施工

（２）設計用鉛直地震力

　設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする。

２１　あと施工アンカー

１　機材等

３　その他
３．１　他工事との取合区分

　　　　発注図又は工事区分表による。

３．２　図面上の縮尺

　　　　図面上の縮尺は、発注図の大きさを日本工業規格Ａ１版とした縮尺とする。

３．３　疑義

　　　　本特記仕様書、特別共通仕様書及び標準仕様書等において疑義が生じた場合は、

　　　　監督員と協議するものとする。

第１条　この特記仕様書は、埼玉県電気設備工事特別共通仕様書に定めるもののほか、アスファルト

　　　舗装版切断時に発生する濁水（以下「濁水」という。）の処理に関し必要な事項を定めるもの

　　　である。

第２条　受注者は、回収した濁水を次のとおり処理するものとする。

　　　　・種類及び処理量　　汚泥（油分を含む汚泥）　　．　m3
　　　　・中間処理施設　　　　　　市　　　地内、（株）

　　　　・処理方法　　　　　・中間処理後、最終処分場に搬入（処理に焼却又は溶融含まず）

　　　　・中間処理後、最終処分場又は再資源化（処理に焼却又は溶融を含む）

　　２　受注者は、別の中間処理施設を選定する場合には、事前に監督員と協議するものとする。

第３条　受注者は、舗装版切断作業を行いながら濁水を可能な限り回収し、作業後速やかに回収した

　　　濁水を産業廃棄物の汚泥（油分を含む汚泥）として中間処理施設に運搬及び処理するものとす

　　　る。

　　２　受注者は、汚泥の中間処理業の許可を受けている業者と産業廃棄物処分委託契約を締結しな

　　　ければならないものとする。

　　３　受注者は、自ら運搬を行う場合を除き、汚泥の収集運搬業の許可を受けている業者と産業廃

　　　棄物収集運搬委託契約を締結しなければならないものとする。

　　４　受注者は、濁水の処理に関する履行について、廃棄物の処理及び清掃に関する法律において

　　　定める産業廃棄物管理票（以下「マニフェスト」という。）により管理するものとする。

第４条　受注者は、施工計画書において、濁水の回収、運搬及び処理に関する方法を定めなければな

　　　らないものとする。また、中間処理業者及び収集運搬業者と第4条第3項及び第4項に基づき締結

　　　した委託契約書の写し及び許可証の写しを添付すること。

　　２　受注者は、工事完成後速やかにマニフェストの写しを監督員に提出しなければならないものと
　　　する。

第５条　濁水処理量については、舗装版の切断延長や切断厚が変わった場合を除き、原則として設計変

　　　更の対象としないものとする。

　　２　受注者は、舗装版切断時に濁水を生じない工法を使用する場合においては、事前に監督員と協

　　　議するものとする。

　　３　この特記仕様書に疑義等が生じた場合については、別途監督員と協議するものとする。

　　による。

（２）地中電線路には、ケーブル埋設標及び標識シートを設ける。ただし、低
　　圧・弱電回路の標識シートは図面特記による。

を巻き付けたうえで絶縁テープ巻きとする。

　重要機器

　　・配電盤　・発電装置(防災用) ・直流電源装置 ・交流無停電電源装置

　　・交換機　・火災報知器受信機 ・中央監視装置 ・太陽光発電装置

　上層階の定義は次による。

　　2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層２階、10～12階建の場合

　は上層３階、13階建以上の場合は上層４階とする。

機器種別

2.0          2.0

水　槽　類

防振支持の機器

（※１）

 1.0          1.0 

1.5          1.0

水　槽　類

防振支持の機器

1.5          1.0

1.5          1.5

1.5          1.0

（※１）

1.0          0.6

2.0          1.5

機　　　　　器

水　槽　類

防振支持の機器

中間階

1.5          1.0

　設置場所

地下・１階

機　　　　　器

上層階

1.5          1.0

1.0          0.6

屋上及び塔屋

機　　　　　器

1.5          1.0

（※１）

0.6          0.4

2.0          1.5

1.0          0.6

2.0          1.5

1.0          0.6

1.0          0.6

設計用標準水平震度

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

１　工事概要

（台上）　　　　　　　　　〃　　　　　　　

　〃　　（人感センサー切換用）

端子盤

　県営住宅の完成図の提出部数は、Ａ３二つ折り５部とする。

　ただし、見えかかり部の塗装については監督員の指示による。

 　　 良質土　　　 

　　硬質ビニル電線管（VE）

　　耐衝撃性塩化ビニル管（HIVE）

　　波付硬質合成樹脂管（FEP）

　　ポリエチレン被覆鋼管（PLP）

　調達する工事材料は、埼玉県産とするよう努めるものとする。

２　工事用電力・水 　本工事に必要な電力及び水などの費用は、受注者の負担とする。

２.３　工事別一般事項（特記事項選択項目は、○印のついたものを適用する）

　　項　　　　　目　　 　　　　　 　　　　　特　　　　記　　　　事　　　　項　　　　　　　　　　 

１　電灯コンセント

　　設備

（１）配線器具

　トは複式を使用してもよい。

　　フラッシュプレートは原則としてステンレス又は新金属を使用する。

　　コンセント器具に具備されている送り配線端子は使用してはならない。

　　スイッチ・壁付コンセント(2P15A)は連用形とする。なお、２口コンセン

（２）照明器具

　　防災用照明器具は、建築基準法による非常用照明器具及び消防法による誘

　導灯とし、関係法令に適合したものとする。

（３）照度測定

　　電灯設備工事に際し、新営工事の場合は新設後の、改修工事の場合は改修

　前と改修後の照度測定を下記基準により実施すること。

　　・　学校環境衛生基準

　　・　JIS C 7612 「照度測定方法」

　　分電盤の塗装色は、監督員の指定した色とする。

　　天井又は壁埋込みの場合のボックスは、塗りしろカバーと仕上り面とが

　１０ｍｍ程度以上離れる場合は継枠を使用する。ただし、ボード張りで、ボ

　ード裏面と塗りしろカバーの間が離れないように施工した場合は、継枠を必

　要としない。

　　ケーブルころがし配線で、位置ボックスの図面特記がなく、かつ、照明器

　具に送り配線端子が具備されている場合は、位置ボックスを省略しても良い。

２　動力設備 （１）動力制御盤及び開閉器箱の塗装色は、監督員の指定した色とする。負荷

　　用送り端子台は１負荷につきＵ・Ｖ・Ｗ・Ｅの４Ｐを原則とする。

（２）電動機等各負荷までの接続は、本工事とする。ただし、制御盤以降が別

　　途工事の場合は、当該制御盤の電源側接続までとする。

３　雷保護設備 （１）受雷部突針はＬＲ１とする。

（２）水平導体又はメッシュ導体は、太さ３８mm2以上の銅より線、ｔ3×25mm

　　以上の大きさの銅帯又はt4×25mm以上の大きさのアルミ帯とする。

４　受変電設備

（３）引下げ導線は、太さ２２mm2以上の銅より線を使用する。

高 圧 引 込

負荷開閉器(PAS)

変圧器設備容量

柱上用高圧気中

受 電 電 圧

主 遮 断 装 置

引込み口は、設計図に示された位置を電力会社に

再確認する。また、ケーブル等の埋設及び、その

端末処理は監督員の立会いのうえで施工する。

（端末処理　　・耐塩用　　　　・一般用　　）

交流３相３線式　６.６kV　５０Hz

定格電圧　７．２kV　　定格電流　　　A

定格電圧　　　　kV　　定格遮断電流　　　kA

動力用　　　　　kVA×　　台　　　　

電灯用　　　　　kVA×　　台　

高圧進相コンデンサ　　　　kVar×　　台

直列リアクトル　　・６％　　・１３％

　　　　　　　　　　kVar×　　台

５　構内情報通信 ネットワーク機器を盤内等に収納する場合は、放熱、耐塵等を考慮する。

　　網設備

６　静止型電源

　　設備

・直流電源装置　　・交流無停電電源装置

・（概要）

７　発電設備

・　燃料電池発電装置　　　・　熱併給(ｺｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝ)発電装置

・　太陽光発電装置　　　　・　風力発電装置

・　（概要）

８　構内交換設備 局線電話の引込位置は、第一種電気通信事業者と打合せのうえで施工する。

９　自動火災報知設備、

　　ガス漏れ火災警報

　　設備、拡声設備

　　（非常放送設備）

（１）所轄する消防署と打合せのうえ、各関係条例等に従い施工する。

（２）総合盤内の接続は端子を使用し、回路名を記入しておくものとする。

（３）ガス漏れ警報設備の動作試験は、原則としてガス納入業者立会いのうえ

　　で行うものとする。

１０　昇降機設備

準仕様書（機械設備工事編）による。

　特記なき場合の施工は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標

　なお、県営住宅の場合は、公共住宅建設工事共通仕様書による。

（４）分電盤

（５）継枠

（６）位置ボックスの省略

・　ガスタービン発電装置　・　マイクロガスタービン発電装置

・　ディーゼル発電装置　　・　ガスエンジン発電装置

（４）本工事にかかる官公庁への諸手続はすべて受注者が代行し、その費用は

　　受注者の負担とする。

（５）特記なき電線・ケーブルは、原則としてエコマテリアル電線・ケーブル

　　とし、露出部分に使用する場合は耐紫外線性能を有するものとする。

（６）改修工事等を施工する場合、施工する前後に工事対象箇所の写真撮影を

　　行う。また、既設ケーブル等は施工前後に絶縁抵抗、伝送品質等の測定

　　を行い、試験記録を提出する。

（７）調達する工事材料は、埼玉県産とするよう努めるものとする。

（８）受注者は、施工にあたって施設運営に支障の無いように綿密に打合せを

　　行うこと。

２４　その他

　　し、監督員の承諾を受ける。

（１）施工に先立って建築及び関連設備の業者と打合せのうえで施工図を作成

（２）本工事に使用する製作品は、事前に製作図を監督員に提出し、承諾後製

　　作する。

（３）本工事に使用する機器は、事前に性能等を記した機器仕様書を監督員に

　　提出し、承諾後施工する。

２２　はつり

２３　改修部分の足場

  （２）外部足場　※ Ａ種(枠組足場)　・Ｂ種(単管本足場)　・Ｃ種　・Ｄ種

  （１）内部足場　※ 脚立足場　　　

※足場を設ける場合は、「「手すり先行工法等に関するガイドライン」につい

　て」（厚生労働省基発第0424001号平成21年4月24日）の「手すり先行工法等

　に関するガイドライン」により、「働きやすい安心感のある足場に関する基

　準」に適合する手すり、中さん及び幅木の機能を有する足場とし、足場の組

　立て、解体又は変更の作業は、「手すり先行工法による足場の組立て等に関

　する基準」の２の(2)手すり据置方式又は(3)手すり先行専用足場方式により

　行うものとする。

  本工事で単独に必要となる足場は、下記により設ける。

　機器・配管等の据付けにおけるあと施工アンカーの使用については、監督員

　の承諾を受けるものとする。

　重量１００ｋｇを超える機器の耐震支持については、耐震計算書を添付し、

（９）騒音振動など周辺に甚大な影響のある工事については原則として夏休み

　　期間に設定すること。

　　・同時期発注の関連工事：建築工事、機械設備工事

　　以上のことを留意し、工程管理、安全管理に万全を期すること。

得た上で、　・使用できる。　　※使用できない。

　契約図書中の山砂の類、砂利、砕石及びアスコンに代替し、監督員の了解を

　あと施工アンカーの試験は、アンカーの種類毎に１か所引張試験を実施する

５　監督員事務所 　本工事で　・設ける（規模　　　　　　　　　）　※設けない

６　保　　険 　受注者は工事目的物及び工事材料について工事完成期日後１４日まで、これを

る。
火災が保障対象になっている組立保険等にかけて、証書の写しを監督員に提出す

１.４　工事科目（○印の付いたものを適用する）

を実施してから、ダイヤモンドカッターを使用すること。

　既存コンクリート床、壁等の配管貫通部の穴明けは、原則としてＸ線撮影調査

（２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、それぞれの特別共通仕様書及び標準仕様書等を適用する。

２.２　特記仕様（特記事項の選択項目は、○印のついたものがなければ※印を適用し、・印のものは適用しない）

（３）法令・基準・仕様書等は、原則として施工時において最新のものを適用する。

　　　なお、県営住宅の場合は、公共住宅建設工事共通仕様書、機材の品質・性能基準を最優先とする。

特定の施設 一般の施設

契　約　日　から

２　工事仕様

 　　４　建築工事を本工事に含む場合、建築工事は、それぞれの工事仕様を適用

 　　　　し、下記の工事仕様は適用しない。なお、それぞれの工事仕様について特記されていない事項は、

建築工事は埼玉県建築工事特別共通仕様書による。

１.７　建物概要

１.８　工事概要

既設大学

既設動物舎の動力設備、天井改修に伴う電気設備工事

消防本部 ：越谷市消防本部

　　埼玉県越谷市三野宮820番地（埼玉県立大学）

公立大学法人 

埼玉県立大学
株式会社 山本理顕設計工場　　 〒231-0002 横浜市中区海岸通4-24　万国橋SOKO 302　    PHONE 045-226-2460　FAX 045-226-2462　　一級建築士事務所　神奈川県知事登録 第8975号　　　　一級建築士 山本理顕　大臣登録 第129567号
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局長 副局長 担当課長部長

date no

2019.03.25

特記仕様書（電気）

Ｅ－０１

20埼玉県立大学南棟動物舎空調設備改修工事

20埼玉県立大学南棟動物舎空調設備改修工事

１.５　指定部分　　　・ 無　　・有（　　　　　　　　　工期：平成　　年　　月　　日）

２０２１年３月２５日　まで
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記　号

LED照明器具

名　称 備　考

シ　ン　ボ　ル　凡　例

凡　例

電灯分電盤
ＥＭ－ＥＥＦ１．６－３Ｃ

１．本図中、太線部分を新設する。

２．本図中、再は再取付を示す。
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ＬＥＤ内蔵、非常時：非常用ＬＥＤ点灯／常時消灯
電圧：ＡＣ／ＤＣ１００Ｖ
非常灯評定番号：ＬＣＬＥ－００１

レンズ：ガラス
枠：アルミダイガスト（ホワイトつや消し仕上げ）、本体：鋼板

保守率：０．９３ Ｋ０１５８６５６

器具取付高さ 2.1m 2.4m 2.6m 3.0m 4.0m 5.0m 6.0m

四角配置

直線配置

単体配置 Ａ１ 5.0 5.1 5.2 5.2 5.1 4.9 4.4

Ａ２ 12.1 12.9 13.3 13.9 14.4 14.5 14.1

Ａ４ 10.1 10.9 11.4 12.3 13.8 14.5 14.1

ＬＥＤ非常灯電源別置型 直付型クリーンルーム向け照明器具

ＩＳＯクラス６（多重気密）

本体：鋼板（白色粉体塗装）

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
光源寿命：４００００時間（光束維持率８５％）
白色（４０００Ｋ）、Ｒａ８３

直付型クリーンルーム向け照明器具
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１．本図中、太線部分を新設する。

EM-CEE2゜-3Cx3（B2P-04へ）
EM-EEF2.0-3C　(滅菌装置用蒸気ﾎﾞｲﾗ-へ)

～ 回路増加に伴い

（既設　　　回路に接続

（既設　　　回路に接続

既設　20　回路に接続

既設　21　回路に接続

既設予備回路に接続

既設予備回路に接続

既設予備回路に接続

既設ｽﾍﾟ-ｽに　ELCB2P1E50AF/20AT　を追加

既設ｽﾍﾟ-ｽに　ELCB2P1E50AF/20AT　を追加

防火区画槓処理　(E51）
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EM-CE3.5-4C
EM-CE3.5-4C
EM-CEE2-3C
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ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ　FS300x300x300
内で既設配線と接続

（ラット） 
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動物舎　幹線・動力設備　２階平面図（改修）

A3：1/100

A1：1/50
Ｅ - ０４

CH

1(1)

CH

1(2)

FE

BO1

PU

1 × 2

FE

1

FE

3

FE

4

PU

2 × 2

PU

3 × 2

PU

4 × 2

プルボックス
PBSS 400x400x400WP

PAC

B4

既設

13.1KW

ＣＶＴ３８°Ｅ８（既設ｹ-ﾌﾞﾙ引戻し）
（Ｇ５４）新設

プルボックス
PBSS 600x600x600WP

ＣＶＴ２５０°Ｅ２２（既設ｹ-ﾌﾞﾙ引戻し）
（Ｇ１０４）新設

プルボックス
PBSS 800x800x800WP

プルボックス
PBSS 400x400x400WP

Ｂ２Ｐ０４の撤去に関して、既設ＰＡＣ０４（危険物取扱室空調機）
を工事中も利用したい為、Ｂ２Ｐ０４の盤の撤去新設は出来るだけ
短時間で行うこと。
又二次側配線についてもＰＡＣ０４の配線の撤去新設は
短時間で行うこと。
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キープラン

49KW 49KW

EM-CE3.5-4C (G22)EM-CE3.5-4C (G22)

 EM-CET150 E22 (G82)

EM-CET150 E22 (G82)
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EM-CE3.5-4C x 8(G70)

EM-CE3.5°-4C (G22)

EM-CE3.5-4C (G22)

EM-CE3.5-4C (G22)

EM-CE3.5-4C (G22)

1.5KW 1.5KW

0.2KW 2.2KW

0.4KW

0.3KW

EM-CE8°-3CE5.5 (G36)

EM-CEE8°-3CE5.5 (G36)
EM-CEE2゜-3Cx3（G54）

EM-CEE2゜-3Cx3（B1P-07へ）

B2P-08

B2P-04

滅菌装置用蒸気ﾎﾞｲﾗ-
1φ100V　1KW

EM-EEF2.0-3C (B1LP-34へ）

EM-2.0-3C(G22)
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4 42X は始動確認信号とする

サ－ジキラ－
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1. 2.          切替は、タイマによる。

展
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続

図

Y1-KK イ ン バ － タ ・ 切 替 ・ 　 　 　始 動

15-1 可 変 速 運 転 （バ イ パ ス 回 路 な し）

路

回

御

制

直 入 始 動L Y 始 動 L 直入始動（遠方警報用）

2

6X

6

6X

は としてもよい。

（備　考）

1.

2.          切替は、タイマ又は電流要素付の

いずれでもよい。図は一例を示す。

始 動 （遠 方 警 報 用）Y イ ン バ － タ ・ 切 替 ・ 直 入 始 動L1-KK

注記）

１．操作制御方式の記号に「Ｂ」が追記されたものは、ブザー及び橙表示灯を設ける。

２．操作制御方式の記号に「Ａ」が追記されたものは、遠方監視用接点を設ける。

３．操作制御スイッチの仕様は下記とする。

Ｂ  押しボタンスイッチ

Ｉ　連動スイッチ

Ｔi　タイムスイッチ

Ｖ　真空スイッチ

Ｐ　圧力スイッチ（ガス圧、水圧スイッチ灯）

Ｔh　温度スイッチ

Ｈu　湿度スイッチ

Ｌi　リミットスイッチ

Ｌe　レベルスイッチ

Ｆ1　フロートスイッチ

Ｆ2　フロートスイッチ（油用）

Ｇ0　給水又は排水

Ｇ1　空転防止又は高架水槽減水警報付き給水

Ｇ2　満水警報付き排水

Ｇ3　満減水警報付き給水又は排水

Ｇ4　受水槽空転防止付き満減水警報及び高架水槽満減水警報付き給水

Ｇ5　警報用

ＴＤ　外部信号（インバーター制御）

可 変 速 運 転 （バ イ パ ス 回 路 付）15-2

52 51
TXCX

周波数計FM:

サ－ジキラ－

42X は始動確認信号とする4

サ－ジキラ－

TD（信号変換器）は必要に応じて設ける

インバ－タ内部より制御電源をとる場合は不要
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Y

43-3
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43
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43

直 接 インバ－タ

ﾊﾞｲﾊﾟｽ回路は負荷容量より一般起動方式の2ﾗﾝｸ上の起動方式とする。

2-2a 試 験 － 遠 方

TX

CX

51X52
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52

P3

P2P1

Y 制御回路

L 制御回路
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51X

51XnE
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43
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盤名称

幹線番号

容量

主開閉器

主回路結線

機器名称 機器番号
電圧

(V)

容量

(kW)

主回路

方式

電流

計

操作制御

方式  

操作

制御

ｽｲｯﾁ

配線用遮断器

現場盤 中央監視
火災

時ﾌｧﾝ

停止

備考

連動

ｲﾝﾀｰﾛｯｸ

その他

運転

停止

操作

運転

停止

表示

故障

警報

表示

水位

警報

表示

運転

停止

操作

運転

停止

表示

故障

警報

表示

水位

警報

表示

B1P-07 MCCB3P

225/225

B2P-04 MCCB3P

225/125

B2P-08 MCCB3P

400/350

空調機 AHU-1 200V 3.70 L1 Ａ 2-2aAB 100/60 ○ ○ ○ ○ ○ ○

空調機 手術解剖室 AHU-2 200V 0.75 L1 Ａ 2-2aAB 50/20 ○ ○ ○ ○ ○ ○

空調機 洗浄室 AHU-3 200V 0.75 L1 Ａ 2-2aAB 50/20 ○ ○ ○ ○ ○ ○

全熱交換機 HEX-2 200V 0.75 S 50/20

全熱交換機 HEX-3 200V 0.50 S 50/20

蒸気式加湿器 SK-3 200V 25.10 S 225/125

給気ﾌｧﾝ 手術解剖室 FS-1 200V 0.40 L1 Ａ 2-2aAB 50/20 ○ ○ ○ ○ ○ ○

給気ﾌｧﾝ 機械室給気 FS-2 200V 0.30 L1 Ａ 2-1aAB 50/20 ○ ○ ○ ○ ○ ○

排気ﾌｧﾝ 特別飼育室燻蒸排気 FE-2 200V 0.40 L1 Ａ

I

50/20 ○ ○ ○ ○ ○

操作電源

自動制御用電源

排気ﾌｧﾝ 機械室排気 FE-1 200V L1 Ａ 4-1AB I ELCB 50/20 ○ ○ ○ ○ ○ FS-2連動

排気ﾌｧﾝ 特別飼育室燻蒸排気 FE-3 200V 0.40 L1 Ａ

B

ELCB 50/20 ○ ○ ○ ○ ○

排気ﾌｧﾝ 飼育室排気 FE-4 200V 2.20 L1-KK Ａ 15-1AB Ti ELCB 50/40 ○ ○ ○ ○ ○

○ ○給気ﾌｧﾝ 既設 FE-B01 200V 0.20 L1 Ａ 4-1AB I ELCB 50/20 ○ ○ ○ ○ ○

自動制御用電源

熱改修ﾁﾗ-ﾕﾆｯﾄ CH-1(1) 200V 49.00 S ELCB 400/300

熱改修ﾁﾗ-ﾕﾆｯﾄ CH-1(2) 200V 49.00 S ELCB 400/300 予備

冷水一次ﾎﾟﾝﾌﾟ PU-1 200V 1.50 L1 Ａ 4-1AB I ELCB 50/30 ○ ○ ○ ○ ○

冷水一次ﾎﾟﾝﾌﾟ PU-1 200V 1.50 L1 Ａ 4-1AB I ELCB 50/30 ○ ○ ○ ○ ○ 予備

冷水二次ﾎﾟﾝﾌﾟ PU-2 200V 1.50 L1 Ａ 4-1AB I ELCB 50/30 ○ ○ ○ ○ ○

冷水二次ﾎﾟﾝﾌﾟ PU-2 200V 1.50 L1 Ａ 4-1AB I ELCB 50/30 ○ ○ ○ ○ ○ 予備

温水一次ﾎﾟﾝﾌﾟ PU-3 200V 1.50 L1 Ａ 4-1AB I ELCB 50/30 ○ ○ ○ ○ ○

温水一次ﾎﾟﾝﾌﾟ PU-3 200V 1.50 L1 Ａ 4-1AB I ELCB 50/30 ○ ○ ○ ○ ○ 予備

温水二次ﾎﾟﾝﾌﾟ PU-4 200V 1.50 L1 Ａ 4-1AB I ELCB 50/30 ○ ○ ○ ○ ○

温水二次ﾎﾟﾝﾌﾟ PU-4 200V 1.50 L1 Ａ 4-1AB I ELCB 50/30 ○ ○ ○ ○ ○ 予備

操作電源

自動制御用電源

55.00

ｴｱ-ｼｬﾜ-用電源 S0.75200V 50/20

ELCB

ELCB

ELCB

ELCB2P

ELCB

ELCB

ELCB

ELCB

ELCB

MCCB2P 50/20

MCCB2P 50/20

MCCB2P 50/20

MCCB2P 50/20

MCCB2P 50/20

ELCB2P

給気ﾌｧﾝ 既設 FS-B104 200V 0.20 L1 Ａ ELCB 50/20 ○ ○ ○ ○ ○

給気ﾌｧﾝ 既設 FS-B105 200V 0.20 L1 Ａ ELCB 50/20 ○ ○ ○ ○ ○

給気ﾌｧﾝ 既設 FS-B106 200V 0.20 L1 Ａ ELCB 50/20 ○ ○ ○ ○ ○

ﾊﾟｯｹ-ｼﾞ型空調機 既設 PAC-B4 200V 13.1 S ELCB 100/100

2AB

4-1AB FE-2連動

2AB B

2AB B

2AB B

FS-B106連動

0.40
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屋内自立型

屋外自立型

屋外自立型

34.00

16.20
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ｶﾒﾗ

天井埋込ｽﾋﾟｰｶｰ ｱｯﾃﾈｰﾀ付

天井埋込ｽﾋﾟｰｶｰ

ｱｯﾃﾈｰﾀ

備　考記　号 名　称

シ　ン　ボ　ル　凡　例

凡　例

ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ

ＥＭ－ＨＰ１．２－３Ｃ

ＥＭ－ＨＰ１．２－３Ｃ（保護管ＰＦ１６）

注　記

露出天井ｽﾋﾟｰｶｰ露

露

露

露

露

80
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Ｌ級

力

性

ル

入

特

レ ベ

格

波

音

定

周

出 力 圧

数

９４ｄＢ（１Ｗ，１ｍ）

１６０Ｈｚ～１６ｋＨｚ

φ
22

0

天井露出型スピーカー
露

１Ｗ（１０ｋΩ）

監視カメラ

再

再
再 再 再 再

再

再

再

再 再 再
再

再 再

ＳＣ４Ｈｉ－１Ｖ３－Ｍ

ＳＣ４Ｈｉ－１Ｖ０－Ｍ

Ｖ－１Ｓ

電圧

消費電流

検知方式

有効検知距離

質量 １６０ｇ

φ２０ｍ

２０ｍＡ

熱線レベル変化分検知方式

ＤＣ１２Ｖ（ＤＣ９～３０Ｖ）

120

100

59

22

Ｐ

Ｐ 熱線式検出器

Ｐ 熱線式検出器

姿図の形状寸法は参考とする。

露 露
露

露

露 露 露 露

１．本図中、太線部分を新設する。

２．本図中、再は再取付を示す。

Ｅ

ケーブル引き戻し ケーブル引き戻し

熱線式検出器
新設

PHSｱﾝﾃﾅ再取付

φ160（天井穴加工）

(
6
0
.
5
)

φ186

電原

画像圧縮方式

撮像素子・有効画素数

画像解像度

ネットワーク

レンズ部

Ｈ．２６５・Ｈ．２６４、ＪＰＥＧ　

ＰｏＥ（ＩＥＥＥ８０２．３ａｆ準拠）

約１／３型　ＭＯＳセンサー・約１３０万画素

１．３Ｍ【１６：９】（Ｈ）１２８０／６４０／３２０

１０ＢＡＳＥ－Ｔ／１００ＢＡＳＥ－ＴＸ、ＲＪ４５

ｆ＝２．８～１０ｍｍ（３．６倍）

ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ(ｼﾞｮｲﾝﾄﾎﾞｯｸｽ）

（ラット） 

検疫室



X1 X10 X20 X30 X40 X45

Y6

Y18

Y13

Y1

キープラン

スクラバ

P.
B.

P.
B.

糞尿処理機械室

（
屋

外
消

火
栓

）

AS 手術・解剖室 洗浄滅菌室

管理室1 

（飼育倉庫）ウサギ室

特別飼育室 
（ラット）

小動物 
（ラット）2

機械室10
小動物 

（ラット）1

通路1

通路2

特別飼育室 
（マウス）

前室

SL+100 
CH=3,000

通路2

危険物取扱室

7700

Y1Y2Y3Y4Y5Y6

1850 3480 2370 5000 2000 700 20005700

Y1aY2aY2bY3aY3b

7700 7700 7700 7700

CH2500

X1

77
00

P.
B.

特別飼育前室

5

10

11 11

12

13

1459 67

66

56

82

倉庫 101

小動物 
（マウス） 2小動物 

4 
小動物 

（マウス） 3

小動物 

（マウス）1

管理室2 

（更衣室）

AS

特別飼育更衣室 

X2

CH2500

CH2500 CH2500
CH2500

CH2500 CH2500

CH2500

CH2500
CH2500CH2500CH2500CH2500

CH2500

CH2500

CH2500

CH2500

CH2500

1階平面図 　 1： 50

株式会社 山本理顕設計工場　　 〒231-0002 横浜市中区海岸通4-24　万国橋SOKO 302　    PHONE 045-226-2460　FAX 045-226-2462　　一級建築士事務所　神奈川県知事登録 第8975号　　　　一級建築士 山本理顕　大臣登録 第129567号

memocheck

project title

date noscale

title

公立大学法人 

埼玉県立大学

局長 副局長 担当課長部長

2019.03.25
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ＨＰ１．２－４Ｃ

ＨＰ１．２－４Ｃ（保護管ＰＦ１６）

注　記

ＨＰ１．２－２Ｃ

ＨＰ１．２－２Ｃ（保護管ＰＦ１６）

ＨＥ１．２－３Ｃ

ＨＥ１．２－３Ｃ（保護管ＰＦ１６）

ＡＥ１．２－３Ｃ×２

ＡＥ１．２－３Ｃ×２（保護管ＰＦ２２）

HP
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HP

HP

既設
ＨＰ１．２－５Ｐ（ＰＦ２２）

１．本図中、太線部分を新設する。

２．本図中、再は再取付を示す。
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収容 屋内消火栓箱組込型機器収納箱

終端抵抗

機器収納箱

発信機

表示灯
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シ　ン　ボ　ル　凡　例

凡　例
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３ 台

６ 台
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ｲ ｲ

記　号

蛍光灯、２灯用

名　称 備　考

蛍光灯、１灯用

白熱灯、非常灯

ﾊﾟｲﾛｯﾄｽｲｯﾁ　1P15A  

ﾊﾟｲﾛｯﾄｽｲｯﾁ　1P15A  ３路

L

3L

シ　ン　ボ　ル　凡　例

凡　例

電灯分電盤
ＶＶＦ１．６－３Ｃ

本図中太線部分の特記なき照明器具、配線器具、配線は撤去する。

ただし、打込配管、打込ボックスは撤去対象外とする。

注　記

注　記

FP FP FP
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ＦＰ１．６－２Ｃ

ＶＶＦ１．６－３Ｃ（Ｅ１９）露出
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埋込型非常用照明　IL40W１灯

本図中、取外は取り外しを示す。

３. 残置するｹ-ﾌﾞﾙは出来るだけ工事の支障にならない壁際に

　  テープ巻とする。
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R

直列ﾕﾆｯﾄ　75Ω　300Ω

直列ﾕﾆｯﾄ　75Ω　300Ω　終端

ＶＶＦ２．０－３Ｃ

ＶＶＦ２．０－３Ｃ（保護管ＰＦ２２）

本図中、　　　印を撤去する。

注　記

再

本図中、取外は取り外しを示す。
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動力盤

動力機

電熱機

ｼﾞｮｲﾝﾄﾎﾞｯｸｽ

配管配線　立上り

ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ

備　考記　号 名　称

シ　ン　ボ　ル　凡　例

凡　例

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ

ｼﾞｬﾝｸｼｮﾝﾎﾞｯｸｽ

ＣＶ３．５°－４Ｃ

ＣＶ３．５°－４Ｃ（Ｅ２５）

注　記

3.5

3.5

3.5 3.53.5

3.5

3.5

3.5

3.5

3.5

3.5

0.15KW 0.15KW 0.15KW 1.5KW 0.4KW 5.5KW 0.15KW 0.2KW 0.75KW 0.4KW
ＦＥ－Ｂ０１　
　　　と連動

ＣＶ８－３ＣＥ５．５（Ｅ３１）

ＣＶ５．５°－４Ｃ（Ｅ３１）

ＣＶＶ２－３Ｃ

7.5KW
加湿器

7.5KW
加湿器

１.本図中太線部分を撤去する

屋内自立型　1300Wx2000Hx300D
既設幹線

B1P07へ

EM-CEE2-3C

ｹ-ﾌﾞﾙ撤去ｹ-ﾌﾞﾙ残置

（ラット） 

検疫室

X1 X10 X20 X30 X40 X45

Y6

Y18

Y13

Y1

キープラン

1階平面図 　 1： 50
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Ｍ
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Ｍ
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B105

FS

B104

Ｍ

Ｈ

Ｊ

Ｈ

B1LP-34
残置の為改修時には盤前面に養生を行うこと
主幹及びｷｭ-ﾋﾞｸﾙの送出しMCCBの電源はOFFとする。

Ｂ１Ｐ０７

個液分離制御盤



1階平面図　 1： 5 0

株式会社 山本理顕設計工場　　 〒231-0002 横浜市中区海岸通4-24　万国橋SOKO 302　    PHONE 045-226-2460　FAX 045-226-2462　　一級建築士事務所　神奈川県知事登録 第8975号　　　　一級建築士 山本理顕　大臣登録 第129567号

memocheck

project title

date noscale

title

公立大学法人 

埼玉県立大学

局長 副局長 担当課長部長 動物舎　幹線・動力設備　２階平面図（撤去）

A3：1/100

A1：1/50
Ｅ - １１2019.03.25

20埼玉県立大学南棟動物舎空調設備改修工事

PAC

B4

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

FH

3

FH

4

FH

1

Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ ＭＭＭ

Ｂ２Ｐ０８

PU

2

PU

1

×1 ×2 ×1 ×2 ×1 ×2 ×1 ×2

ＣＶ８°－３ＣＥ５．５（Ｇ３６）

3.7KW 1.6KW

CH-1
49KW

CH-1
49KW

PU

2

PU

1

3.7KW 1.6KW

SS５００ｘ５００ｘ５００ ＷＰ

ＣＶＴ１５０°Ｅ２２（Ｇ９２）

ＣＶ３．５°－４Ｃｘ８（Ｇ７０）

0.4KW

0.2KW

0.4KW

13.1KW

3.5 3.5

プルボックス　撤去

プルボックス
PBSS 400x400x400WP

既設

ＣＶＴ３８°Ｅ８
動力盤からＰＢＯＸまで引抜
（Ｇ５４）撤去

プルボックス　撤去
SS 600x600x600WP

ＣＶＴ２５０°Ｅ２２
動力盤からＰＢＯＸまで引抜
ハト小屋内に設置
（Ｇ１０４）撤去

ＣＶＴ１５０°Ｅ２２（Ｇ９２）

0.2KW
FE

B01

Ｂ２Ｐ０４

Ｂ２Ｐ０４の撤去に関して、既設ＰＡＣ０４（危険物取扱室空調機）
を工事中も利用したい為、Ｂ２Ｐ０４の盤の撤去新設は出来るだけ
短時間で行うこと。
又二次側配線についてもＰＡＣ０４の配線の撤去新設は
短時間で行うこと。

キープラン

CV3.5-4C(22）

CV3.5-4C(G22）

CV3.5-4C(G22） CV3.5-4C(G22）

CVV2-3C(G16)

ﾌﾟﾙﾎﾞｯﾂｸｽ 撤去
SS1000x500ｘ500WP屋外自立型　700Wx1800Hx300D

屋外自立型　1600Wx2300Hx400D
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株式会社 山本理顕設計工場　　 〒231-0002 横浜市中区海岸通4-24　万国橋SOKO 302　    PHONE 045-226-2460　FAX 045-226-2462　　一級建築士事務所　神奈川県知事登録 第8975号　　　　一級建築士 山本理顕　大臣登録 第129567号

memocheck

project title

date noscale

title

公立大学法人 

埼玉県立大学

局長 副局長 担当課長部長 動物舎　通信設備　１階平面図（撤去）

A3：1/100

A1：1/50
Ｅ - １２2019.03.25

20埼玉県立大学南棟動物舎空調設備改修工事

ｶﾒﾗ

動力分電盤

広報盤

天井埋込ｽﾋﾟｰｶｰ ｱｯﾃﾈｰﾀ付

天井埋込ｽﾋﾟｰｶｰ

ｱｯﾃﾈｰﾀ

備　考記　号 名　称

シ　ン　ボ　ル　凡　例

凡　例

ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ

ｼﾞｮｲﾝﾄﾎﾞｯｸｽ

ＨＰ１．２－３Ｃ

ＨＰ１．２－３Ｃ（保護管ＰＦ１６）

本図中太線部分の特記なき通信器具、配線器具、配線は撤去する。

ただし、打込配管、打込ボックスは撤去対象外とする。

注　記

注　記

本図中、取外は取り外しを示す。

３.残置するｹ-ﾌﾞﾙは出来るだけ工事の支障にならない壁際に

　 テープ巻とする。

２.

１.

取外 取外 取外

取外

取外

取外

取外

取外 取外

取外

取外 取外 取外

取外

取外

ｹ-ﾌﾞﾙ残置

Ｐ

KB

熱線式検出器　撤去

熱線式検出器Ｐ

Ｅ

ケーブル残置

PHSｱﾝﾃﾅ取外

ｹ-ﾌﾞﾙ残置

（ラット） 

検疫室
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株式会社 山本理顕設計工場　　 〒231-0002 横浜市中区海岸通4-24　万国橋SOKO 302　    PHONE 045-226-2460　FAX 045-226-2462　　一級建築士事務所　神奈川県知事登録 第8975号　　　　一級建築士 山本理顕　大臣登録 第129567号

memocheck

project title

date noscale

title

公立大学法人 

埼玉県立大学

局長 副局長 担当課長部長 動物舎　自火報設備　１階平面図（撤去）

A3：1/100

A1：1/50
Ｅ - １３

20埼玉県立大学南棟動物舎空調設備改修工事

2019.03.25

A

A

A

A

Ω

AAA

A

A

A
A

AA ３

１

２

１

１

１

Ω EX HP

HP

HP HP HP

HP

HP

HP

HPHP

HP

HP

HPHP

HP

HP

HP
HP

HP

HP

収容 屋内消火栓箱組込型機器収納箱

終端抵抗

機器収納箱

発信機

表示灯

P型1級

LED

Ｐ 収容 屋外消火栓箱組込型

Ｐ

ＰP型1級 防滴型

屋外型

定温式ｽﾎﾟｯﾄ感知器 ｱﾅﾛｸﾞ式　防水型

２種

定温式ｽﾎﾟｯﾄ感知器 １種　75℃　防爆型　一般用

二次側回路末端用

備　考記　号 名　称

シ　ン　ボ　ル　凡　例

凡　例

Ω

Ｐ

埋込型

A

EX

ＨＰ１．２－４Ｃ

ＨＰ１．２－４Ｃ（保護管ＰＦ１６）

注　記

ＨＰ１．２－２Ｃ

ＨＰ１．２－２Ｃ（保護管ＰＦ１６）

ＨＥ１．２－３Ｃ

ＨＥ１．２－３Ｃ（保護管ＰＦ１６）

ＡＥ１．２－３Ｃ×２

ＡＥ１．２－３Ｃ×２（保護管ＰＦ２２）

HP

HP

HP

HP

ＨＰ１．２－５Ｐ（ＰＦ２２）

ｶﾞｽ漏れ検知器 天井取付型 DC24VＧ

Ｇ Ｇ

Ｇ

本図中、特記なき通信器具、配線器具、配線は撤去する。

ただし、打込配管、打込ボックスは撤去対象外とする。

注　記

本図中、取外は取り外しを示す。

３.残置するｹ-ﾌﾞﾙは出来るだけ工事の支障にならない壁際に

　 テープ巻とする。

２.

１.

ケーブル残置
AE0.9-3Cx3

差動式ｽﾎﾟｯﾄ感知器

定温式ｽﾎﾟｯﾄ感知器 １種　75℃　A ｱﾅﾛｸﾞ式　

ｹ-ﾌﾞﾙ残置

ｹ-ﾌﾞﾙ残置

（ラット） 

検疫室



　分類・規格　　※カラーキャビネ版　　・　カラー全紙パネル

※火災保険等（種類：　　　　　　期間：工事完成期日後１４日を含む期間）

※２部　

１
 
一
般

共
通
事

項

　　風速（Vo=　　m/s）

・　埼玉県建築工事実務要覧

(1.2.2)

[1.1.4] 　｛1.1.8｝

４　適用区分

　・風圧力

　・積雪荷重

　　地表面粗度区分（・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ）

・建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

　　平成12年5月31日建設省告示第1455号における区域　別表（　　）

※行う　・行わない

１　適用基準等

２　条件明示事項

３　工事実績情報の登録

1.6.2 1.6.6埼玉県電子納品運用ガイドラインの適用

　撮影個所　　　・　埼玉県建築工事写真作成要領別表４

　　　　　　　　・　外部（　）内部（　）

　　　　　　　　・　外観正面（　）

　撮影者は建築完成写真撮影の実績のある業者とし、監督員の承諾を受けること

　着工時と完成時の状況を比較できるように撮影する

項　　目 特　　記　　事　　項

Ⅰ　工事概要

工 事 名

Ⅱ　建築改修工事仕様

６．工事範囲

特記仕様書

５　建具改修工事

　　モルタル塗り仕上げ外壁

　　タイル張り仕上げ外壁

　　塗り仕上げ外壁

６　内装改修工事

７　塗装改修工事

９　環境配慮改修工事

８　耐震改修工事

　　コンクリート打放し仕上げ外壁

10　鉄筋工事

11　コンクリート工事

２　仮設エ事

３　防水改修工事

工事項目

４　外壁改修工事

　-1　外壁改修工事

　-2　外壁改修工事

　-3　外壁改修工事

　-4　外壁改修工事

　ただし、他の工事種目は全て、今回工事範囲とする。

南棟

・「３．工事種目」のうち各工事項目における工事範囲は下記表のとおりとする。

※「３．工事種目」すべてを工事範囲とする。

　１）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

　２）特記事項は、 ・ 印の付いたものを適用する。 ・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　  ・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。　  ・ 印と ※の場合は、・ のみを適用する。

　６）製造所名は、五十音順とし「株式会社」等の記載は省略する。また、（　　）内は製品名を示す。

　　」(以下「標準仕様書」という）の当該項目、当該図表を示す。

　　年版」(以下「改修標準仕様書」という）の当該項目、当該図表を示す。

　３）特記事項に記載の｛　．　．｝内の表示番号は、「埼玉県建築工事特別共通仕様書」の当該項目、当該

　　図表を示す。

　　更新

　７） 本工事において、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成12年法律第100号）」に

　　基づく、「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（平成29年2月7日閣議決定）」（以下「グリーン購

　　入法基本方針」）による特定調達品目の判断基準等を満たす環境物品等を選択するよう努めるものとする。

　　なお、 Ｇ 印は設計図書で定めのある品目を示す

　８）注は標準仕様書記載事項で、注意すべきものを示す。

２．敷地面積

（建物概要）

４．工事内容

１．工事場所

３．工事種目

章

　フィルムを使用した場合、フィルム原版は撮影業者の保管とする。

（２）本特記仕様書の表記

　　の作成

※建設機械は、原則として排出ガス対策型、低騒音型、低振動型を使用する。

設を管理することとなる者へ引き渡す。

要するものについては、その使用方法について解説したマニュアルを作成し、施

注　工事目的物の引渡しに際しては、建物を構成する部分で通常取扱いに注意を

・ [1.8.3]

※行う　　・行わない

18　その他

17　施設使用マニュアル

16　施設CADデータの

15　完成写真

５　電気保安技術者 [1.3.3]※適用する

｛1.1.13｝

・　構外搬出適正処理

・　引き渡しを要するもの（　・　図示　　　　・　　　　　　）

[1.3.12]

注 a) 発生材のうち特記により、引き渡しを要するものは、指示された場所に整理

　　　のうえ調書を添えて監督員に報告する。

　 b) 産業廃棄物処理許可書及び最終処理受入票の写しを提出する。

　 c) 引き渡しを要しないものは、すべて構外に搬出し、「資源の有効な利用の促

　　　進に関する法律」「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」（以下

　　　「建設リサイクル法」という。）「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」そ

　　　の他関係法令等により適切に処理し監督員に報告する。

７　発生材の処理等

建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有する

と共に、次の①から④）を満たすものとする。

　①　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、

　　　パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保

　　　温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセドアルデヒド及びスチレン

　　　を発散しないか、発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホルム

　　　アルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

　②　接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない

　　　材料を使用する。

　③　接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ-ｎ-ブチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシル

　　　等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

　④　①の材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類等は、

　　　ホルムアルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が

　　　極めて少ない材料を使用したものとする。

[1.4.1]８　環境への配慮

　基本方針の判断の基準に従い、あらかじめ「木材・木材製品の合法性、持続可能

　性の証明のためのガイドライン」（林野庁　平成18年2月15日）に準拠した証明

　書を、監督員に提出する。

　本工事に使用する材料等は、設計図書に定める品質及び性能と同等以上のものを

使用する。ただし製造業者等が指定されている場合に同等以上のものとする場合は、

あらかじめ監督員の承諾を受ける。

　材料・機材等の製造業者等は次の（１）から（６）すべての事項を満たすものと

し、この証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたこと

（１）品質及び性能に関する試験データが整備されていること

を示す書面を提出して監督員の承諾を受ける。

（３）安定的な供給が可能であること

（２）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること

（５）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること

※製材等、フローリング又は再生木質ボードを使用する場合は、グリーン購入法の

（６）販売、保守等の営業体制が整えられていること

（４）法令等で定める許可、認可、認定又は免許等を取得していること

[1.4.2]９　材料の品質等

料は、埼玉県産とするよう努める。

玉県内に本店を有する者の中から選定するように努めるとともに、調達する工事材

受注者は、工事材料に係る納入契約を締結する場合には、当該契約の相手方は埼

　｛1.4.2｝10　県産品の使用

防水工事

・１部提出防水工事以外

の３者連名とし２部提出する。

　　数量

完成図（電子化媒体）　　※CD-R，１部

」完成図（製本）　　　　　※二つ折り（Ａ１版）製本，１部

（埼玉県建築工事図面情報電子化媒体作成要領による）

CADデータの形式　　※SXF(sfc)　　・DXF

verについては監督員と協議する。

｛1.6.1｝｛1.6.3?5｝[1.8.1][1.8.2][1.8.3][表1.8.1]

提出部数　※１部　・　部

・二つ折り（Ａ１版）製本を１部提出

1.6.2 1.6.6

建物引き渡し日から１０年間、受注者、施工者、材料メーカー

次の材料を予備材料として工事完成時に納入する。

※監督員の指示による

・

保全に関する資料

施工図

保証書

埼玉県電子納品運用ガイドラインの適用

写真アルバムの提出　　・　行う（１部）　　・　行わない

適用工事種別 技　能　検　定　作　業

防水改修工事

・　ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業　・　合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水工事作業

・　塩化ﾋﾞﾆﾙ系ｼｰﾄ防水工事作業　・　ｾﾒﾝﾄ系防水工事作業

・　改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ工法防水工事作業

仮設工事 ・　とび作業

・　ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業　　　　 ・　ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業

・　ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業　　　　 ・　FRP防水工事作業

・　左官作業　　　　　　　　　 ・　内外装板金作業

外壁改修工事

建具改修工事

・　自動ドア施工作業

・　ビル用サッシ工事作業　　　・　ガラス工事作業

・　左官作業　　　　　　　　　・　タイル張り作業

・　建築塗装作業　　　　　　　・　樹脂接着剤注入作業

内装改修工事 ・　プラスチック系床仕上げ工事作業

・　壁装作業

・　タイル張り作業

・　ボード仕上げ工事作業 ・　鋼製下地工事作業

・　大工工事作業

・　吹付け硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱工事作業

・　カーペット系床仕上作業

塗装改修工事 ・　建築塗装作業

耐震改修工事

・　とび作業

・　鉄筋組立作業

・　構造物鉄工作業

・　型枠工事作業

[1.6.2]11　技能士

12　予備材料の名称と

13　完成図等

14　工事写真

※屋上防水　　　・外壁防水　　　・金属屋根　　　・　　　　　

６　施工条件 施工時間

※ 行政機関の休日に関する法律（S63第91号）に定める行政機関の休日以外

・

[1.3.5]

越谷市三野宮820番地

102,265.37m
2

棟　名　称　　　　構　　造　　　　 　　　階　　数　　　　延べ面積
全　体　　ＳＲＣ、ＲＣ、Ｓ造　　　　地上４階　　　54,227.17㎡
南　棟　　ＳＲＣ、ＲＣ、Ｓ造　　　　地上４階　 　 16,017.17㎡

設備改修工事に伴う建築工事（仮設工事、撤去・復旧工事）

６
 
内
装

改
修
工

事

１　改修範囲

既存間仕切壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井、壁及び床の改修範囲

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井の改修範囲

※壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　・図示

※壁面より両側600mm程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　・図示

※既存のまま　・図示

２　既存床の撤去及び

下地補修

３　既存壁の撤去及び

下地補修 間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修

※改修標準仕様書4.4.9によるモルタル塗り

（塗り厚25mmを超える場合の補修　・行う　・行わない）

・図示

改修後の床の清掃範囲　※改修箇所の室内　・　

天井の撤去に伴う取合部の壁面の改修

ビニル床シート等の除去　　　※仕上げ材のみ（接着剤とも）

・下地モルタルとも（・図示の範囲　・除去範囲全て）

合成樹脂塗床材の除去工法　　・機械的除去工法　・目荒し工法

コンクリート又はモルタル面の下地処理に用いるポリマーセメントモルタル及び

エポキシ樹脂モルタルは、４章外壁改修工事による。

[6.2.2]

[6.3.2]

[6.1.3]

・図示

９　接着剤

接着剤は可塑剤（難揮発性の可塑剤を除く）が添付されていないものとする。

施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の場合の接着剤の種別

ホルムアルデヒドの放散量　　※規制対象外 ・

・

[6.5.3][6.8.2][6.9.3][6.11.4,5]

11　軽量鉄骨天井下地

野縁等の種類

屋外（※25形　・　19形）　屋内（※19形　・　25形）

・屋外の軒天井、ピロティ天井等

・適用しない

野縁受、吊りボルト及びインサートの間隔　　・　図示・

周辺部の端からの間隔　　・　図示・

野縁の間隔　・図示 ・

既存の埋込みインサート　・　使用する　　・　使用しない

あと施工アンカーの引抜き試験　　・　行う（屋外の試験荷重：　　　　　　）

・　行わない

・　吊りボルトの間隔が900mmを超える場合

補強方法　※図示 ・

・　天井のふところが1.5m以上3.0m以下の場合

補強方法　※改修標準仕様書6.6.4(h)(1)(2)による ・

・　天井のふところが3.0mを超える場合

補強方法　※図示 ・

・　天井下地材における耐震性を考慮した補強

　補強箇所　※図示　・　

　補強方法　※図示　・　

18　合成樹脂塗床

種別 施工箇所 仕上げの種類工法

・　厚膜型塗床材 ※平滑仕上げ

・平滑仕上げ・　厚膜型塗床材

・防滑仕上げｴﾎﾟｷｼ樹脂系塗床

・　薄膜型塗床材

・防滑仕上げ・つや消し仕上げ

・薄膜流し展べ工法

・厚膜流し展べ工法

・樹脂モルタル工法

弾性ｳﾚﾀﾝ樹脂系塗床

工程・　ｱｸﾘﾙ樹脂塗床

（JIS K 5970） 塗布量（kg/㎡）

表面仕上げ

溶剤

仕上げ色

※平滑仕上げ

（ｴﾎﾟｷｼ樹脂系塗床）

（ｴﾎﾟｷｼ樹脂系塗床）
※0.25kg/㎡以上

※平滑　・防滑

※水性色・溶剤系・無溶剤系

※標準色　・　

塗料のホルムアルデヒド放散量　※規制対象外　　・　

※製造所の指定に

　よる

株式会社 山本理顕設計工場　　 〒2 31 -000 2  横浜市中区海岸通4 - 24　 万国橋SOKO 302 PHONE 045- 226 - 2460 　FAX 045- 226 - 2462 　　一級建築士事務所　神奈川県知事登録 第8975号　 一級建築士 山本理顕　大臣登録 第129567号

memochec
k

project title

dat
e

noscale

title

特記仕様書(改修その1)

A-012019.03.25

公立大学法人
埼玉県 立大学

局長 副局長 担当課長部長調整幹

No Scale

20埼玉県立大学 南棟動物舎空調設備改修工事

２０埼玉県立大学南棟動物舎空調設備改修工事

５．工　　期 契約工期

　　特別共通仕様書、国土交通大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準仕様書（平成31年版）」

（１）質問回答書、本特記仕様書（改修）及び図面に記載されていない事項は、すべて埼玉県建築工事

　　の建築および設備　　　ガイドライン」による。

「実験動物施設　　及び国土交通大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（平成31年版）」、

　４）特記事項に記載の［　．　．］内の表示番号は、「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）平成31

　５）特記事項に記載の（　．　．）内の表示番号は、「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）平成31年版

・　建築工事標準詳細図（国土交通大臣官房官庁営繕部監修　平成31年版）

　・対象（建築・設備工事電子納品写真作成要領により作成,CD-Rを１部提出）

　※対象外

　｛1.1.3｝

写真アルバムの提出　　・　行う（1部）　　・　行わない

　・対象（建築・設備工事電子納品写真作成要領により作成,CD-Rを１部提出）

　※対象外

種　別 下　地

・Ｂ種 ・軽量鉄骨

・木

単管

・せっこうボード（9.5mm）

・合板（9.0mm）

防炎シート

塗装

・無し

・片面

充填材

※有り・Ａ種

※Ｃ種

充填材：グラスウール32k（厚：50mm以上）

２）仮設間仕切りの種別と材質等　

２　既存部分の養生

１）養生の方法等

１）仮設間仕切り及び仮設扉の設置箇所　・図示　・　

３）仮設間仕切りに設ける仮設扉の材質等　

塗装

・無し

・片面

充填材

充填材：グラスウール32k（厚：50mm以上）

材質

仕上げ（厚さmm）

※有り

・無し

※木製

・

・

※設置する　　　・設置しない

　・　既存ブラインド、カーテン等　養生の方法（・　ビニルシート等　・　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　保管場所　（　・　図示　・　　　　）

　・　備品、机、ロッカー等の移動（　・　図示　・　　　　）

３　仮設間仕切

仕上げ

※合板張り程度

[2.4.1]

　・　既存家具、既存設備等　養生の方法（※ビニルシート等　・　　　　　）

　・　既存部分　　養生の方法（※ビニルシート等、合板等　・　　　　　　）

１　足場その他

防護シート　・　設置する　　　　・　設置しない　

材料、撤去材等の運搬方法

　　　　　　　種別（　・　Ａ種 ・　Ｂ種 ・　Ｃ種 ・　Ｄ種 ・　Ｅ種）

　　　　　　　　Ｃ種：利用可能なエレベーター（　・　図示　　・　　　　）

その他の足場

・（　　　　　　　　　　　　　　　）

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガ

 イドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」にお

 ける2の(2)手すり据置き方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

・　内部足場　・　設置する（※脚立、足場板等　・　　　　　　）　・　設置しない

・　外部足場　・　設置する（　　　　　　　　　　　　　　　　）　・　設置しない　

　　　　　　　　Ｄ種：利用可能な階段　　　　（　・　図示　　・　　　　）

[2.2.1]

[表2.2.1]

[2.3.1]

２）既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養生を行う。また、万一

　損傷等を与えた場合は、受注者の責任において速やかに修復等の処置を行う。

[2.3.2][表2.3.1]

10　交通誘導員

　・机　・椅子　・書棚　・黒板　・製図板等　・掛時計　・寒暖計　・長靴　

　・雨合羽　・保護帽　・懐中電灯　・安全帯　・軍手　・衣類ロッカー　

　・冷暖房機器　・消火器　・湯沸器　・茶器　・掃除用具　・電話機

　・ＦＡＸ　・電子メール通信機器　・スキャナー　・プリンター　

備品（　　名分相当）

※図示　・　

・必要に応じ搬入路付近に交通誘導員を配置する。

・図示による

11　快適トイレ 仕様　　※図示　　

　　　・構内に新設　　　㎡

・設置する　・　

構内既存の施設　※利用できない　・　利用できる（※有償　・　無償）

構内既存の施設　※利用できない　・　利用できる（※有償　・　無償）

規模　・既存建物内の一部を使用

　　　※設置しない（下記備品のみ用意する）

４　工事概要案内板

５　監督員事務所

６　工事用水

７　工事用電力

８　工事用搬入路

９　仮囲い

２
 
仮
設
工
事

学内立ち入り禁止日（入試等予定日）

・８月１日（土）、２日（日）、９月６日（日）、１２日（土）

・１０月２４日（土）、２５日（日）、１１月２２日（日）、２９日（日）

・２月２５日（木）、３月１２日（金）

・１月１６日（土）、１７日（日）、２３日（土）、２４日（日）

契　　 約 　　日から２０２１年３月２５日まで

[6.10.2.3]

[6.6.2.4]

12　測定

建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1・1.15・1.3）倍の風圧力に対応した工法

工法



JIS
種類 厚さ(mm)、規格等

記号

・　硬質木毛セメント板 Ｇ ・HW ・15　・20　・25

・　中質木毛セメント板 Ｇ MW ・・15　・20　・25

・　普通木毛セメント板 Ｇ NW ・・15　・20　・25

・　硬質木片セメント板 Ｇ ・12　・15　・18　・21HF ・

・30 ・・　普通木片セメント板 Ｇ NF

0.8FK ※タイプ２（無石綿） ・　6　・　8・　けい酸カルシウム板

1.0FK

・　ロックウール化粧吸音板 ・フラットタイプ（・9（不燃）・12 ・　）DR

・凹凸タイプ（・12（不燃）・15 ・19 ・　）

・　ロックウール吸音ﾎﾞｰﾄﾞ1号 ・25 ・RW-B

GW-B ・・25（ｶﾞﾗｽｸﾛｽ包）

GB-R・　せっこうボード ・ 12.5（不燃）　・ 15（不燃）

・　不燃積層せっこうボード GB-NC

・　シージングせっこうボード GB-S

・　強化せっこうボード GB-F ・12.5（不燃）　・15（不燃）

・　せっこうラスボード GB-L 9.5

12.5（不燃）幅440mm 程度・　化粧せっこうボード(木目) GB-D

模様（・柾目　・板目）専用下地材有り

・　化粧せっこうボード GB-D 9.5（準不燃）

（ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様）

表面の材種・　普通合板 Ｇ

生地、透明塗料塗り

（※ラワン程度　・　　　　　）

不透明塗料塗り

（※しな程度　　・　　　　　）

板面の品質（　　　　）

厚さ(mm)（　　　　）

接着の程度（　　　　）

・防虫処理　・難燃処理　・防炎処理

樹種名（　　　　　）・天然木化粧合板 Ｇ

厚さ(mm)（　　　　）

接着の程度（　　　　）

・防虫処理　・難燃処理　・防炎処理

化粧加工の方法（・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ ・ﾌﾟﾘﾝﾄ ・塗装）・特殊加工化粧合板 Ｇ

表面性能（　　　　　　）タイプ

厚さ(mm)（　　　　）

接着の程度（　　　　）

・防虫処理　・難燃処理　・防炎処理

JIS K 6903 による（※1.2　・　　）・メラミン樹脂化粧板

・ポリエステル樹脂化粧板

・ミディアムデンシティ ・・3　・7　・9　・12MDF

ファイバーボード Ｇ

・単板張り ・無研磨板ＶＮ　・研磨板ＶＳ

パーティクルボード Ｇ ・10　・12　・15　・18 ・

・化粧パーティクルボード Ｇ ・単板ｵｰﾊﾞｰﾚｲＤＶ　・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｵｰﾊﾞｰﾚｲＤＯ

・塗装ＤＣ

・10（難燃）　・12（難燃） ・

・ハードボード（素地） Ｇ ・未研磨板（・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ　・ﾃﾝﾊﾞｰﾄﾞ）ＲＮHB

・研磨板　（・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ　・ﾃﾝﾊﾞｰﾄﾞ）ＲＳ

・ハードボード（化粧） Ｇ ・内装用ＤＩ　・外装用ＤＥ

・2.5　・3.5　・5　・7

IB Ａ級（・天井仕上　・内装仕上　・　　　　）

・9　・12　・15　・18

せっこうボード等の下地は図示による。

遮音シール材　　　・ 適用する（ ・ シーリング材　 ・ ジョイントコンパウンド）

・適用しない

合板類、ＭＤＦ及びパーティクルボードのホルムアルデヒド放散量

※規制対象外 ・

・

9.5（不燃）　・化粧無（下地張り用）

　　　　　　　・化粧有（トラバーチン模様）

12.5（※不燃　・準不燃）

・インシュレーションボード Ｇ

・　グラスウール吸音ﾎﾞｰﾄﾞ号32K

21　せっこうボード

その他のボード張り

 ・ 化粧タイプ（焼き付） ・　6　・　8

せっこうボード、その他ボードの目地工法　　

合板類の張付け　　※B種　・A種

・ 継目処理工法（施工箇所：石膏ボードEP塗装面、けい酸カルシウム板EP塗装面　）

・ 突付け工法　（施工箇所：　　　　　　　　　　）

・ 目透し工法　（施工箇所：　　　　　　　　　　）

・ シール目地　（施工箇所：焼き付けい酸カルシウム板面　）

・ 仕上げ表による

40　天井点検口

材種

・ 450×450

寸法 形式 外枠 内枠

・ 気密形

・　屋内用

・　屋内外用・ 一般形

・ 600×600

※アルミニウム製

・　

７
 
塗

装
改

修
工
事

１　材料

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

防火材料　※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。

[7.1.3]

２　下地調整

塗替えＲＢ種の場合の既存塗膜の除去範囲

下地調整

塗替え 新規

木部

鉄鋼面

亜鉛めっき面

亜鉛めっき面（鋼製建具）

モルタル、プラスター面

・行わない

・行う

・行う

・行わない

・行わない

下地面の種類 下地調整の種別

　※規制対象外　・　

　　　　　・ 次の箇所を除き防火材料とする。（箇所：　　　　）

　※塗替え面積の30% 　・図示　・　

・

・行う

※ＲＢ種　・　

※ＲＢ種　・　

※ＲＢ種　・　

※ＲＢ種　・　

※ＲＢ種　・　

※ＲＢ種　・　

ひび割れ部の補修

３　錆止め塗料塗り [7.3.2?3]

新規鉄鋼面見え掛り

塗装面 塗料 工程

塗替え

新規見え隠れ

塗替え

塗替え

塗替え

新規鉄鋼面見え掛り

新規見え隠れ

新規鉄鋼面見え掛り

新規鉄鋼面見え掛り

Ａ種

Ａ種

Ａ種

Ｂ種

Ｂ種

Ｂ種

Ｃ種

Ｃ種

※Ａ種

※Ａ種

・

・

※Ｃ種

※Ｃ種

※Ｃ種

※Ｃ種

※Ａ種

※Ａ種

※Ａ種

※Ａ種

※Ｂ種

※Ｂ種

EP-G

EP-G

EP-G以外鉄鋼面

亜鉛めっき面 EP-G以外 ・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

錆止め塗料塗りの種別

せっこうボード面及び ※ＲＢ種　・　 ・ Ａ種 ・ Ｂ種

その他ボード面

押出成形セメント板面

コンクリート面（DP以外）

ＡＬＣパネル面

コンクリート面（DP） ・ＲＢ種 ・ＲＣ種 ・行う

・行わない

・ＲＡ種 ・ＲＢ種

　ＲＡ種

　ＲＡ種

　ＲＣ種

・ＲＡ種 ・ＲＢ種

　ＲＡ種

・ＲＡ種 ・ＲＢ種

　ＲＡ種

・ＲＡ種 ・ＲＢ種

・ＲＣ種

４　塗装

工程

塗替え 新規
塗装の種類 塗装面

木部屋外

木部屋内

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面(鋼製建具)

・ クリヤラッカー塗り(CL)

・ フタル酸樹脂エナメル塗り(FE)

・ アクリル樹脂系非水分散型塗料塗り(NAD)

・ 耐候性塗料塗り(DP)

亜鉛めっき鋼面

鉄鋼面 上塗り等級（　　）級

上塗り等級（　　）級

ｺﾝｸﾘｰﾄ面等

屋内の木部

屋内の鉄鋼面

屋内の亜鉛めっき鋼面

・ 合成樹脂エマルションペイント塗り(EP)

・ 合成樹脂エマルション模様塗料塗り(EP-T)

・ ウレタン樹脂ワニス塗り(UC)

・ ラッカーエナメル塗り(LE)

・ オイルステイン塗り(OS)

塗料その他工程 塗付け量

(kg/㎡)規格名称 種類 等級規格番号

　(SOP)

　塗料の種別

　　※1種　・ 2種

・ 木材保護塗料塗り(WP)

・２級
・３級

・１級

　下地調整（改修標準仕様書7.2.2） ・ＲＡ種　・ＲＢ種　・ＲＣ種

・高日射反射塗料塗り Ｇ

　※改修標準仕様書表7.10.1の工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする　・　

合成樹脂エマルションペイント塗りの塗替えの場合のしみ止め

　※改修標準仕様書表7.9.1の工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする　・　

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面、その他ﾎﾞｰﾄﾞ面）の塗替えの場合のしみ止め

つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ﾓﾙﾀﾙ面、ﾌﾟﾗｽﾀｰ面、

・ つや有合成樹脂エマルシ

ョンペイント塗り(EP-G)

・ 合成樹脂調合ﾍﾟｲﾝﾄ塗

※B種 ・A種

※B種 ・A種

※B種 ・A種

※B種 ・A種

※B種 ・A種

※B種 ・A種

※B種 ・A種

※B種 ・A種

※B種 ・A種

?

・

※B種 ・A種

A種

A種

※B種 ・　

※A種 ・　

※A種 ・　

※B種 ・　

※B種 ・　

※B種 ・　

※B種 ・A種

※B種 ・A種

※B種 ・A種

※B種 ・A種

?

?

※B種 ・A種

・

・

※B種 ・　

※B種 ・　

※B種 ・　

※B種 ・　

※B種 ・　

・

※B種 ・　

※B種 ・　

※A種 ・　

※B種 ・　

※B種 ・　

※B種 ・　　

ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

亜鉛めっき鋼面(鋼製建具以外)

屋根用塗料

耐候性

２種JIS K 5675塗料塗り 塗料製造所の仕様による

６
 
内

装
改

修
工
事

１ 鉄筋 (5.2.1)（表5.2.1)

備　考呼び径(㎜)種類の記号

・ SD345

・ SD295A 　※D16以下

　※D19以上

鉄筋の種類

・　

・　

10

２ 溶接金網 (5.2.2)

種　類 種類の記号 使用部位

形状等

・溶接金網

・鉄筋格子

網目の形状、寸法、鉄線の径（mm）

３ 鉄筋の継手 (5.3.4)(5.5.2)(5.5.3)

その他の鉄筋（　　　　　）

基礎、耐圧スラブ、土圧壁

継手方法部　位 呼び径（mm）

　※D19以上　・ ガス圧接　 ・ 機械式継手　

・ 溶接継手

・ 重ね継手 　・　

・ ガス圧接　 ・ 重ね継手

・ 重ね継手　 ・　

 ・ 柱、梁の主筋

耐力壁の鉄筋

継手方法等

重ね継手の長さ

継手位置図（カットオフ鉄筋の長さ共）

・　

(5.3.4)

(5.3.4)

※図示による（　　　　）

・図示による（　　　　）

・図示による（　　　　）

基礎梁主筋の継手位置図

鉄筋の定着長さ４ 鉄筋の定着長さ (5.3.4)

 ・ 図示による（　　　　）

設計基準強度 気乾単位容積 スランプ 適 用 箇 所

・ 普通コンクリート

・ 24

・　

・　

・　

・　

　2.3程度

・　

・　

・　

・　

・ 15又は18　 ・ 18　

種　別

　※Ⅰ類（JIS A 5308への適合を認証されたコンクリート）

　 ・ Ⅱ類（JIS A 5308に適合したコンクリート）

２ コンクリートの種別 (6.2.1)

種　類

　　使用部位（※下記以外全て　・　　　　）

３ セメント (6.3.1)

　※普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種

　・高炉セメントＢ種　Ｇ

　　使用部位（・1Fより下部（立ち上がり部含む）　・　　　　）

　・フライアッシュセメントＢ種　Ｇ

　　使用部位（・　　　　）

　・　

１ コンクリートの

　 種類及び強度

(N/m㎡) 質量(t/m３)　　

　　 普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R 5210に示された規定の他、

     水和熱が7日目で352Ｊ/g 以下、かつ28日目で402Ｊ/g 以下のものとする

(6.2.1?6.2.4)

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
事

11

3

アルカリシリカ反応性による区分

※Ａ　　・　Ｂ（コンクリート中のアルカリ総量Rt=3.0㎏/m 以下）

　・　混和剤

　混和剤の種類

　　※標準仕様書 6.3.1(d)(i)による　 ・　

(6.3.1)

(6.3.1)４ 骨材

５ 混和材料

　打増し厚さ　・20mm　・　

　打増し範囲　・図示による（　　　）　・　

　・　

　　「合板型枠」の備考３の表示のある合板型枠を用いる場合に限る）

　※コンクリート打設時の充填性の確認のため、型枠の一部に透明型枠等を

　　使用する場合は、強度、変形等について、事前に監督員と協議する。

10 型枠

　・　合板（※12mm 　・　　）　Ｇ（但し、グリーン購入法基本方針における

せき板の材料及び厚さ

スリーブの材種

　※標準仕様書6.8.3(i)(2)(i)から(iv)による　・　

存置期間及び取外し

　※標準仕様書6.8.5による

・　断熱材を兼用した型枠の使用

・　ＭＣＲ工法用シートの使用

(6.8.3)

(6.8.3)

(6.8.3)

(6.8.3)

　※補正値　Ｓ＝３（　月　日?　月　日、月　日?　月　日）

　　　　　　Ｓ＝６（　月　日?　月　日）   構造体強度補正

11 コンクリート強度の (6.3.2)

  ・　補正値 プラントの配合計画書による

[8.2.4]

〈あと施工アンカー〉

１ あと施工アンカー 材料等

　　セット方式　※本体打込み式改良型　・　

　　接合筋の種類、径、長さ

　・金属系アンカー（耐震補強用）

　　・図示による（　　　）　・　

　・接着系アンカー

　　セット方式　※カプセル型回転　・打撃式　・　

　　接着剤の品質

　　　※有機系

　　　・無機系

　　アンカー筋の種類

　　・改修標準仕様書 表8.2.1の異形棒鋼　・全ねじボルト

　　アンカー筋の径及び埋込み深さ

　　アンカー筋の新設壁内への定着の長さ

　　・図示による

　　・図示による

そ
の

他

　　・引っ張り試験　・行う　・行わない

株式会社 山本理顕設計工場　　 〒2 31 -000 2  横浜市中区海岸通4 - 24　 万国橋SOKO 302 PHONE 045- 226 - 2460 　FAX 045- 226 - 2462 　　一級建築士事務所　神奈川県知事登録 第8975号　 一級建築士 山本理顕　大臣登録 第129567号

memochec
k

project title

dat
e

noscale

title

特記仕様書(改修その2)

A-022019.03.25

公立大学法人
埼玉県 立大学

局長 副局長 担当課長部長調整幹

No Scale

20埼玉県立大学 南棟動物舎空調設備改修工事

・　目地タイプ

・　額縁タイプ・　額縁タイプ

・　目地タイプ

2　感染拡大防止対策 新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対策の徹底に努めるとともに、

すべての作業従事者等の健康管理に留意すること。

[6.13.2.3]

[7.2.2.7]

－

・ジニトロフェニルヒドラジン誘導体固相吸着／溶媒抽出法によって採取し、

１　室内濃度の測定 ※　測定する　　　・測定しない

測定する場合は以下による

測定室は、監督員の指定する室（　3 　室）とする。

ただし、改修工事にあっては、当該室の工事着手前にも測定するものとする。

ア）ホルムアルデヒド

イ）トルエン

ウ）キシレン

エ）エチルベンゼン

オ）スチレン

１　測定室

２　検査項目、検査方法及び判定基準

①検体の採取方法は吸引方式（アクティブ法）または拡散方式（パッシブ法）による。

２）検査方法

　高速液体クロマトグラフ法（以下ＨＰＬＣ）により行うものとする。

・パッシブ採取機器により採取し、ＨＰＬＣまたはガスクロマトグラフ法（以下ＧＣ）

②ホルムアルデヒドについては以下のいづれかの方法による。

③トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン及びパラジクロロベンゼンについては

　あるいはＡＨＭＴ?吸光光度法（以下ＡＨＭＴ?Ａｂｓ）のうち採取機器に適応した

３　採取及び分析

４　報告書

報告書は、監督員に２部提出するものとする。

なお、改修工事にあっては、工事着手前、完了後の各２部を提出するものとする。

文部科学省が定める指針値以下とする。（量単位の換算は２５℃）

イ）トルエンは、260μｇ／ｍ
3
（0.07ppm）以下であること。

ウ）キシレンは、870μｇ／ｍ
3
（0.20ppm）以下であること。

ア）ホルムアルデヒトは、100μｇ／ｍ
3
（0.08ppm）以下であること。

採取及び分析する者は、法令に基づき空気中の物質の濃度に係る証明を行う者とする。

エ）エチルベンゼンは、3,800μｇ／ｍ
3
（0.88ppm）以下であること。

オ）スチレンは、220μｇ／ｍ
3
（0.05ppm）以下であること。

・固相吸着／溶媒抽出法、固相吸着／加熱脱着法、容器採取法の３種の方法のいずれ

かを用いて採取し、ガスクロマトグラフ／質量分析法（以下ＧＣ／ＭＳ）により行う

ものとする。

・パッシブ採取機器により採取しＧＣまたはＧＣ／ＭＳのうち採取機器に適応した

分析法による。

３）判定基準

　以下のいづれかの方法による。

 分析法による。

カ）パラジクロロベンゼン

カ）パラジクロロベンゼンは、240μｇ／ｍ
3
（0.04ppm）以下であること。

鉄
筋

工
事

測
定

12

１）検査項目は、以下ア）からカ）の５品目とする。
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memocheck

project	title

date noscale

title

A3：1/400

動物舎	撤去•復旧	1階平面図

A-03A1：1/200
2019.03.25

20埼玉県立大学南棟動物舎空調設備改修工事
公立大学法人
埼玉県立大学

局長 副局長 担当課長部長調整幹

SK

SK

階段下防護柵

建築外構ライン

共通施設棟外部階段5

側溝有効W=550

FL=GL+100

FL=GL+140

FL=GL+100 集水桝用化粧みぞ蓋

給気塔 給気塔

地下ピット用点検口6  地下ピット用点検口8

通路1

通路1

広場1

通路1

広場2

広場3

工区分けライン（短大棟と外構）

工区分けライン（短大棟と大学棟）

給気用ピット点検口

3
7

5

P.B.

P.B.

P.B.

530

76
0

RD

RD

RD

RD
RD

RD

RD

RD

RD

RD

RD

110
3

4
0

300

160

2
6

0

260

3
4

5

285

2
9

0

290

310

135

295

1
6

0

3
3

5

310

FL=GL+100

320

310

砂場

1
1

0

FL=GL+100

350

3
5

0

3
5

0

3
1

0

KBKB

530

76
0

2
6

5

小児用足洗い場

糞尿処理機械室

床吹き出し口
（sus�グレーチング�細縦目）

床吹き出し口
（sus�グレーチング�細縦目）

水飲み場コーナー 水飲み場コーナー

EXP.J
EXP.J

グレーチング

グレーチング

グレーチング

RD

外部階段1

テラス102
テラス103 テラス104

FL=GL+100

FL=GL+0

FL=GL+20

FL=GL+0

FL=GL+20

FL=GL+100

FL=GL+100

FL=GL+100

グレーチングW=150

共同溝端部
吸気口

動物舎ふん尿処理槽
点検口２カ所

間仕切；備品工事

シールドルーム

シールドルーム

RD

（屋内消火栓）

（屋内消火栓）

DS

DS

h=1,500の防護壁

3000*1500*150

2000*1000*100

3000* 1500* 150

2000* 1000* 100

2700*1300*150

1200*700*150

1600*1500*150

3000*1500*150
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養生

化粧PB貼+塩ビ廻り縁

凡例

天井撤去･復旧：仕上げは図示による。

壁養生：ビニールシート貼もしくはプラダン貼

出入り口部養生：プラダン(h1800) 

床面養生(実習室)：ビニールシート敷き

⑩既存点検口撤去
同仕様点検口450□新設:目地タイプ
開口補強共新築工事

養生 固定什器;
ビニールシート養生

可動什器･備品;
監督員の指定場所
までの移設

移設

平面図 天井伏図
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公立大学法人
埼玉県立大学
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D400
H757

移設

W2250
D600
H1890

養生W500
D400
H757

養生
W800
D600
H150

養生
W500
D400
H757

養生W500
D400
H757

養生
W500
D400
H757

移設

W1850
D600
H1890

移設
W1280
D480
H1560

移設
W1280
D480
H1560

養生
W500
D400
H757

養生
W500
D400
H757

移設

W1340
D380
H1420

W800
D600
H150

養生

養生
W500
D400
H757

養生 養生 養生
W1200
D750
H800

W1200
D750
H800

W1500
D900
H800

養生
W2325
D2000
H2000

移設

W1340
D380
H1420 移設

W1340
D380
H1420

移設

W1280
D480
H1420

移設

W1280
D480
H1420

移設

W1280
D480
H1420

養生

W1600
D700
H900 養生

W1200
D835
H2300

壁養生長さ
16.12m

壁養生長さ
14.00m

壁養生長さ
11.00m

壁養生長さ
10.30m

新設竪ダクト
200Φ-4箇所

壁養生長さ
26.12m

壁養生長さ
17.55m

壁養生長さ
7.18m

壁養生長さ
9.17m

壁養生長さ
12.28m

壁養生長さ
37.46m

壁養生長さ
10.99m

壁養生長さ
11.98m

壁養生長さ
11.83m

壁養生長さ
28.84m

壁養生長さ
7.63m

壁養生長さ
8.96m

壁養生長さ
9.76m

壁養生長さ
9.37m

壁養生長さ
10.16m

壁養生長さ
10.03m

壁養生長さ
4.80m

GW
ﾎﾞﾀﾝ留

GW
ﾎﾞﾀﾝ留

GWﾎﾞﾀﾝ留

※施工時は各居室内の什器･備品等は全て移動済。

壁養生：ビニールシート貼もしくはプラダン貼

出入り口部養生：プラダン(h1800) 

養生凡例

床(天井)面積
13.26㎡

床(天井)面積
3.08㎡

床(天井)面積
5.44㎡

床(天井)面積
7.30㎡

床(天井)面積
8.02㎡

床(天井)面積
36.96㎡

床(天井)面積
3.62㎡

床(天井)面積
4.60㎡

床(天井)面積
5.75㎡

床(天井)面積
5.36㎡

床(天井)面積
5.89㎡

床(天井)面積
5.78㎡

床(天井)面積
27.25㎡

床(天井)面積
3.02㎡

床(天井)面積
5.26㎡

床(天井)面積
8.99㎡

床(天井)面積
7.38㎡

床(天井)面積
8.32㎡

床(天井)面積
8.03㎡

床(天井)面積
46.72㎡

床養生：ビニールシート敷き

※動物舎全室の既存天井は仕上〜下地〜吊り下げボルトまで全撤去 。インサートは再利用の上、復旧(天井仕上げは既存に同じとする)

養生 固定什器;
ビニールシート養生

移設
可動什器･備品;
監督員の指定場所
までの移設

RD
RDRD

7,700

Y1 Y2 Y3 Y4 Y5 Y6
7,7007,7007,7007,700

共同溝端部吸気口

P.B. P.B.

P.B.

RD
RDRD

動物舎ふん尿処理槽
点検口２カ所

2700×1300×H150

1200×700×H150

7,700
Y1 Y2 Y3

Y4

Y5 Y6
7,7007,7007,7007,700

1600×1500×H150

A.S.

手術・解剖室洗浄滅菌室

管理室1
（飼育倉庫
）

倉庫
101

小動物
（マウス）2

ウサギ室

特別飼育室
（ラット）

検疫室

小動物
（ラット
）2

危険物取扱室

機械室
101

小動物
（マウス）3

小動物
（ラット）

1

小動物
（マウス
）1

管理室2
（更衣室
）

通路1

特別飼育室
（マウス）

特別飼育前室

AS 特別飼育
更衣室

前室
通路2

小動物
（マウス）4

糞尿処理
機械室

①

①

①
①

①
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① ① ①
①
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①

① ①

①
①

①

②

②

②

②

②

②

②

②

②
② ② ② ②

②③

③
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危険物取扱の養生等は
「04動物舎　1階平面図」

参照

危険物取扱の天井は
「04動物舎　1階平面図」

参照

焼き付けケイカル板6.0t+目地･廻り縁共コーキング

ケイカル板6.0(寒冷紗貼目地パテ処理)+EP塗装+塩ビ製廻り縁EP塗装

PB12.5t(寒冷紗貼目地パテ処理)+EP塗装+塩ビ廻り縁EP塗装

天井仕上凡例

②開口補強150φ

①電気150φｽﾋﾟ-ｶ-用

開口補強･点検口凡例

⑤開口補強150×150

12 開口補強開口補強305×610

13 開口補強開口補強350×350

14 開口補強開口補強850×850

④開口補強100×100

③ 開口補強200φ ⑨開口補強250×250

11 開口補強305×305

10 開口補強300×300

⑥開口補強150×1000

⑧開口補強200×600

⑦開口補強200×200

12

14

13

11

⑥
⑦

⑨

10 ⑤ ⑤ ⑤

⑤

⑤

⑤

⑤

⑦

⑦ ⑦

⑨
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1313

14
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14 14
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1414
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1212

12 12
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12
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⑧

⑧

⑧

⑧

⑤

④
⑤ ⑤

1212

11⑤

⑤

⑤

⑤

⑤

⑦ ⑦

⑦

④

④ ⑤

12

15 天井点検口600×600
開口補強共建築工事

15

15

15

1515

15

15

15

15
15

15

15

15

15

小動物（マウス）3

糞尿処理
機械室

手術・解剖室洗浄滅菌室

管理室1
（飼育倉庫）

倉庫101

ウサギ室
特別飼育室
（ラット）

検疫室

小動物
（ラット）2 危険物取扱室

機械室101

小動物
（ラット）1

管理室2
（更衣室）

通路1

特別飼育室（マウス）

特別飼育前室

AS

特別飼育
更衣室

前室

CH=3,000

CH=2,500CH=2,500CH=2,500CH=2,500
CH=2,500

CH=2,500

CH=2,500
CH=2,500

CH=2,500

CH=2,500

CH=2,500

CH=2,500

CH=2,500
CH=2,500

通路2CH=2,500

CH=2,500

CH=2,500

CH=3,950

CH=3,950

CH=2,500

小動物（マウス）4

CH=2,500

小動物
（マウス）1

CH=2,500

小動物
（マウス）2

CH=2,500

シーリング長さ
34.54m

シーリング長さ
10.74m

シーリング長さ
15.10m

シーリング長さ
19.73m

シーリング長さ
18.33m

シーリング長さ
83.40m

シーリング長さ
11.22m

シーリング長さ
18.03m

シーリング長さ
15.54m

シーリング長さ
15.41m

シーリング長さ
105.72m

シーリング長さ
19.61m

シーリング長さ
23.96m

シーリング長さ
23.66m



小動物（ラット）4

X1 X10 X20 X30 X40 X45

Y6

Y18

Y13

Y1

改修範囲
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特別飼育室 
（ラット）

小動物 
（ラット）2

機械室10

小動物 
（ラット）1

通路1

特別飼育室 
（マウス）

前室

SL+100 
CH=3,000

通路2

7701.000
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P.
B. 特別飼育前室

倉庫 101小動物 
（マウス） 2

小動物 

（ラット） 4 
小動物 

（マウス） 3

小動物 

（マウス）1

管理室2 

（更衣室）

AS

特別飼育更衣室 

CH2500

CH2500 CH2500
CH2500 CH2500

CH2500
CH2500

CH2500

CH2500CH2500CH2500CH2500

CH2500

CH2500

CH2500

CH2500

CH2500

1階平面図 　 1： 100

50.75㎡

6.72㎡ 6.82㎡
5.89㎡ 6.30㎡

5.26㎡ 4.35㎡

41.01㎡

3.02㎡

6.63㎡

8.73㎡

10.18㎡

6.10㎡

3.59㎡

10.21㎡8.14㎡8.97㎡8.97㎡

29.58㎡

15.00㎡

20.28㎡

2.04㎡

動物舎　各室空調条件図

A3：1/100

A1：1/50
別紙 - １

室　名 動物最大容量数 照　明 消毒

300匹
タイマー及び手動

によるＯＮ・ＯＦＦ

ホルマリン

消毒可

500匹
タイマー及び手動

によるＯＮ・ＯＦＦ

ホルマリン

消毒可

小動物（マウス）1 200匹
タイマー及び手動

によるＯＮ・ＯＦＦ

小動物（マウス）2 300匹
タイマー及び手動

によるＯＮ・ＯＦＦ

小動物（マウス）3 600匹
タイマー及び手動

によるＯＮ・ＯＦＦ

600匹
タイマー及び手動

によるＯＮ・ＯＦＦ

小動物（ラット）1 200匹
タイマー及び手動

によるＯＮ・ＯＦＦ

小動物（ラット）2 200匹
タイマー及び手動

によるＯＮ・ＯＦＦ

ウサギ室 15羽
タイマー及び手動

によるＯＮ・ＯＦＦ

ウサギ、ラット、マウス

ウサギ　 15羽

ラット 　60匹

マウス　150匹

タイマー及び手動

によるＯＮ・ＯＦＦ
ホルマリン

消毒可

室　名 動物最大容量数 照　明 消毒

特殊飼育室　ラット 300匹
タイマー及び手動

によるＯＮ・ＯＦＦ

ホルマリン

消毒可

特殊飼育室　マウス 500匹
タイマー及び手動

によるＯＮ・ＯＦＦ

ホルマリン

消毒可

小動物（マウス）1 200匹
タイマー及び手動

によるＯＮ・ＯＦＦ

小動物（マウス）2 300匹
タイマー及び手動

によるＯＮ・ＯＦＦ

小動物（マウス）3 600匹
タイマー及び手動

によるＯＮ・ＯＦＦ

600匹
タイマー及び手動

によるＯＮ・ＯＦＦ

小動物（ラット）1 200匹
タイマー及び手動

によるＯＮ・ＯＦＦ

小動物（ラット）2 200匹
タイマー及び手動

によるＯＮ・ＯＦＦ

ウサギ室 15羽
タイマー及び手動

によるＯＮ・ＯＦＦ

ウサギ、ラット、マウス

ウサギ　 15羽

ラット 　60匹

マウス　150匹

タイマー及び手動

によるＯＮ・ＯＦＦ
ホルマリン

消毒可

・室内条件
温度： 23℃
湿度： 50％
室圧：陽圧

・ 室内条 件
温 度： 23± 1℃
湿 度： 55± 5％
清 浄度： 10,000
室 圧：陽 圧

・室内 条件
温度： 23± 1℃
湿度： 55± 5％
清浄度 ： 10,000
室圧： 陽圧

・室内 条件
温度： 23± 1℃
湿度： 55± 5％
清浄度 ： 10,000
室圧： 陽圧

・ 室内条件
温 度： 23± 1℃
湿 度： 55± 5％
清 浄度： 10,000
室 圧：陽圧

・ 室内条件
温 度： 23± 1℃
湿 度： 55± 5％
清 浄度： 10,000
室 圧：陽圧

・室 内条件
温度 ：夏 26℃、 冬 22℃
湿度 ：夏 50％、 冬 40％

・室内 条件
温度： 23± 1℃
湿度： 55± 5％
清浄度 ： 10,000
室圧： 陽圧

・室内 条件
温度： 23± 1℃
湿度： 55± 5％
清浄度 ： 10,000
室圧： 陽圧

・室内条 件
温度： 23± 1℃
湿度： 55± 5％
清浄度： 10,000
室圧：陽 圧

・室内条件
温度： 23± 1℃
湿度： 55± 5％
清浄度： 10,000
室圧：陽圧

・室内条件
温度： 23± 1℃
湿度： 55± 5％
清浄度： 10,000
室圧：陽圧

・室内条件
温度： 23± 1℃
湿度： 55± 5％
清浄度： 10,000
室圧：陽圧

・室内条件
温度： 23℃
湿度： 55％
室圧：陰圧

・室 内条件
温度 ： 23℃
湿度 ： 55％

・ 室内条件
温 度： 23℃
湿 度： 55％
室 圧：陰圧

・室内条件
温度： 23± 1℃
湿度： 55± 5％
清浄度： 10,000
室圧：陰圧

・室 内条件
温度 ： 23℃
湿度 ： 55％

・ 室内条件
温 度： 23℃
湿 度： 55％

・室 内条件
温度 ： 23℃
湿度 ： 55％

各飼育室諸元
使用条件

使用日数・時間 同時使用頻度 各室空調 条件

凡例

温度：20～ 26℃（ 23± 1℃）
湿度：40～ 60％（ 55± 5％）
清浄度：10,000
臭気：アンモニア濃度で 20ppm未満
気流速度： 0.2m/s以下 (動物居住域)
気圧：周辺室より20Pa高くする。
照度：150～ 300lx
騒音：60dB(A)未満

飼育室空調条件の基準値

動物舎　各室条件整理図

※日 本建築 学 会編 「実験動物施設の建築および設備」より 抜粋
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